
平成２５年度学長裁量経費研究推進支援プロジェクト研究成果報告書 

１．研究の概要 

プロジェクト
名 

新教科「情報科」新設における指導内容と指導方法の研究開発【継続】 

プロジェクト 
期間 

平成２４～２５年度 

申請代表者 
（所属講座等） 

校長 和田 圭壮 

共同研究者 
（所属講座等） 

大坪 靖直（教育心理学講座），和田 圭壮， 
東 博臣，古賀 弘行，岡山 昌司，永井 弘毅，

姉川 左希子，髙口 直喜，岡 佐智代，井手 則

男，秋吉 留美子，杉本 敏則，松尾 憲雄，椎

窓 敏広，磯田 哲郎，田中 啓吾，辻 千枝子，

村上 暢崇 

取組方法・取

組実績の概要 

第１～６学年に新設する「情報科」（週１時間）を中心として「情報編集力」を養い，その

上に立って，各教科等の特質に迫ることのできる言語活動を内容と方法面から明らかにする。

具体的には①情報編集力を「情報を入力する」段階「情報を加工する」段階「情報を出力する」

段階においてどのように発揮していくのかについて明らかにする。それと共に②情報科の領域

をつくり，その特色を指導内容の精選を通して明らかにしていく。その上に立って，③情報編

集力を言語活動と関連付けながら，各教科等の特質に迫る情報編集力を生かした言語活動を明

らかにしていく。最後に，④知識基盤社会での情報を活用した情報科としての教材や学習過程，

言語活動の在り方を提言していく。 

 ＜情報編集力＞適切な情報を選び出したり組み合わせたりすることができる能力。 

 ＜情報科における領域＞Ａ 領域「協調・協働的な学習」，Ｂ領域「ＩＣＴ機器の操作に関する学習」，Ｃ領域「情報社会の自立に関する学習」 

研究成果の 
概要 

＜教師への効果＞ 

○普段の授業から，ＩＣＴ機器を用いた授業が積極的に行われるようになってきた。 

○情報科のＢ領域において，ＩＣＴ機器の操作方法を学び，各教科等の授業において用いて

学習を効率的に進めることができるようになってきた。 

○情報科の内容が明確になってくることで，情報科と各教科との内容や学習活動の関連を意

図して指導にあたることができた。 

○ＩＣＴ機器を言語活動の中に位置付けることで，これまでの学習方法（カードやボードを

用いた活動）と組み合わせて指導することができた。 

●教育機器の維持・管理を定期的に行うことや突発的なトラブルやアプリケーションの更新

の煩雑さや不徹底が見られる。 

＜保護者等への効果＞ 

 ○メディア教育に関しては，学校での教育を望む保護者が３２％であり，学校教育への期待

を感じる。 
○情報科について，機器の使用だけでなく情報活用や情報の編集を学ぶ教科であることが，

段々と周知されてきている。 

＜実施上の問題点と今後の課題＞ 

○問題を協働的に解決していく学習の在り方の究明。《情報科，総合的な学習の時間》 

○評価基準・規準の策定と評価の実施。 

○内容に基づいた教材を位置付けた教科書の作成。 



外部資金獲得申請及び研究成果の公表方法等について〔□（該当事項）にチェック方願います。〕 

外部資金獲得 
申請（予定） 

□科学研究費補助金                                       

□受託研究費                   

■その他                                    

（公益財団法人 パナソニ

ック教育財団 第39回実践

研究助成） 

研究成果の

公表方法 
（予定） 

□学会（ 国内 ・ 国外 ）：                                   

■新聞・図書・雑誌論文等： 

文部科学省 平成25年度研究開発実施報告書                              

■その他：平成25年度教育実践研究会（H25.6） 

平成25年度研究発表会（H26.2） 
 


